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概概要要：従来の物語構造に基づく物語自動生成システムと基盤モデルによる自然言語生成を組み合わせ

たハイブリッド型の物語自動生成モデルの実現可能性をケーススタディ的に検証するために，特定物

語ジャンルのセリフの基盤モデルでの生成を行った．セリフを状況説明セリフと状況反応セリフに分

類し，物語の状況を Few shot で提示することで，適切なセリフ生成が可能であることを示した．また

生成されたセリフを組み合わせることで物語の 1 シーンを構成するセリフの連続的な表現の生成の可

能性を示した．今後の課題として，一般的な物語でのセリフ生成を実現するために，複数ジャンル，

多様な物語状況の設定，異なったセリフの例示などをより大規模に検証することが考えられる． 
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using a foundation model  
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Abstract: In order to verify the feasibility of a hybrid type automatic story generation model that combines the 
conventional automatic story generation system based on story structure and the natural language generation by a 
foundation model in a case study, we generated lines of a specific story genre utilizing a foundation model. By 
classifying lines into situation explanation lines and situation reaction lines and presenting the situation of the story 
with few shots, we showed that it is possible to generate appropriate lines. In addition, we showed the possibility 
of generating a continuous expression of the lines that compose one scene of the story by combining the generated 
lines. As a future task, in order to realize lines generation in general stories, it is possible to verify on a larger scale 
such as multiple genres, various story situations, and examples of different lines. 
Keywords: Automatic Story Generation, Foundation Model, Line Generation 
 

１．まえがき 
コンピュータを用いた文学研究の大きな方向

性の一つとして，物語の自動生成の研究が盛んに
なってきている．物語の自動生成をある程度の水
準で達成するには，言語理解，物語理解に加え，
自然文生成のアルゴリズムや，登場人物や読者の
感情状態の推定など様々な要素技術が必要とな
る．そのため，物語の自動生成は研究推進のため
の一つのグランドチャレンジとしても有意義と
考えられる[1]． 

物語自動生成には様々なアプローチが検討さ
れているが，その一つとして物語の構造[2]に基づ
きプロットを生成する手法がある[3]．既存の物語
構造に基づくことで矛盾のない物語展開が生成
可能だが，シーンなどの言語表現部分の自動生成
は困難で手動のデータセット構築が必要となる． 
他方で，近年様々な種類の大量なデータで訓練

された汎用的に利用可能な大規模 AI モデル，基
盤モデル(foundation models)[4-6]の研究が急速に
進展しており，人間と同レベルの言語表現を出力
することが可能になりつつある．基盤モデルでは
与える入力情報の工夫によって状況に応じた自

然な文章を生成可能であり, この技法はプロン
プトプログラミング[7]などと呼ばれている．プロ
ンプトプログラミングによって生成文章を制御
することで高精度の対話システムなどを作成す
ることも可能である[8]．ただしこの種の言語モデ
ル一般の特徴として長文を生成させる場合には
論理的な一貫性担保のために外的な知識を用い
るなどの工夫が必要となる[9]． 
物語を自動生成するには，プロットと表現の双

方を適切に扱える必要があるが，従来のプロット
生成と基盤モデルによる言語生成を組み合わせ
ることで，その目標が達成できる可能性がある． 

２．目的と手法 
本研究は，既存作品から抽出した物語構造を用

いたプロットなどの物語の枠組みに基づく従来
の自動生成と，大規模なニューラルネットワーク
による基盤モデルを用いた自然な日本語の生成
を組み合わせることで，論理的な破綻がなく，か
つ自然な言語表現を用いた物語を自動生成する
手法の実現可能性をケーススタディ的に検証す
ることを目的とする． 
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プロットの生成においては，既存作品に基づく
物語のシーン系列の自動生成，およびシーン系列
に対応する出来事の生成が必要である．本研究で
は利用可能な先行研究の多いミステリージャン
ルを対象とし，シーン系列及びトリックとそれを
解明する探偵の言動の自動生成システム[10, 11]
を用いてプロットの自動生成を行った場合に
個々のシーンの表現を基盤モデルによって自動
生成するケースを想定する(図 1)． 

 

図 1 プロット生成とセリフ生成のハイブリッド型 
物語自動生成の概念図 

 
生成されたプロットに沿った物語の表現を AI

によって自動生成する場合，小説などのテキスト
中心の媒体の場合には登場人物のセリフ，および
セリフ以外の地の文の生成が必要となる．マンガ
や映画，脚本などの別の媒体の場合には，登場人
物のセリフに合わせて，マンガは各コマの表現，
映画はカットの表現，脚本であればト書き，柱書
きなどがそれぞれ必要となる．そこで本研究では
まず様々な媒体で共通して必要となる登場人物
のセリフを指定された状況に合わせて基盤モデ
ルでの生成を目標とする．本稿では LINE と
NAVER が共同開発している，日本語対応の基盤
モデル HyperCLOVA[12]を用いる． 
状況に応じたセリフを基盤モデルによって自

動生成するためには，物語の状況に関する情報を
何らかの形でプロンプトとして与える必要があ
る．しかしプロンプトの効率的な構成法は確立さ
れておらず，試行錯誤によって探索的に目的に合
致するプロンプトを記述する必要がある[7]． 
基盤モデルに入力として与えるプロンプトは

大きく，0 shot, One shot, Few shot に分けることが
できる．0 shot は基盤モデルに対して何の例も示
さずにこの文章の翻訳をせよ，要約をせよなどの
指示を出す形式である．One shot はある指示に対
する正解例（例えばこの日本語を英語に翻訳せよ

という指示と正解の英訳のセット）を一つ示した
うえで，別の類似の指示を出す形式である．同様
に Few shot は複数の指示と正解例の組み合わせ
を提示したうえで，別の類似の指示を出す形式で
ある．例外もあるが多くの場合，複数の指示と正
解のセットを基盤モデルに提示した方がより自
然な出力が得られると報告されている．そこで本
研究でも，物語中の特定の状況の指示とその時の
登場人物のセリフのセットを複数提示し，別の状
況での登場人物のセリフを出力させる Few shot
形式での言語生成を採用する． 

３．物語のセリフの分類 
登場人物のセリフを大まかに分類すると，物語

の展開を読者が理解するうえで不可欠となる情
報を提示する機能を持った状況説明的な内容を
含むセリフと，省略されても物語の展開の理解に
は影響を及ぼさないセリフに分けることが可能
である． 
例として，国内のミステリーでシリーズ累計発

行部数一億部を突破している『金田一少年の事件
簿』[13]での死体発見のシーンにおけるセリフを
図 2 に示す． 

図 2 死体発見時のセリフ例 
 
図 2 の例では，状況説明を含むセリフを太字斜

体，それ以外を通常のフォントで示している．状
況説明を含むセリフでは，ある登場人物の死体が
発見されたこと，推測される死因，発見時の状況，
密室であること，などの情報が読者に対して提示
されている．一方で状況説明を含まないセリフで
は発見者の心情吐露やリアクションを通じて臨
場感を出したりキャラクターの性格を示したり
するなどの効果を提示していると考えられる． 
このように状況説明を含まないセリフは，粗筋

を把握する上では必ずしも必要ではないが，登場

開開かかなないい・・・・ 
どーなってんだ？ 
わわざざわわざざ人人呼呼びび出出ししとといいてて・・・・・・・・ 
ドドアアににはは内内側側かからら二二つつ掛掛けけ金金ががかかかかっっててるる・・・・・・・・ 
彼女はどういうつもりで・・・・ 
大変だ！ 
人人がが倒倒れれててるる！！ 
くそっ開け～！ 
影影原原ささんん！！大大丈丈夫夫でですすかか影影原原ささんん・・・・・・・・ 
・・・・・・・・しし・・・・・・・・死死んんでで・・・・・・・・るる・・・・・・・・ 
くく・・・・首首のの動動脈脈をを切切っったたののかか 
・・・・ままだだ少少ししぬぬくくももりりがが残残っっててるる 
死死んんででかかららままだだ 30 分分くくららいいっっててととここかか？？ 
風風呂呂場場ももドドアアがが開開いいてていいるるがが人人のの気気配配ははなないい 
他他にに人人がが隠隠れれらられれるるよよううおおなな場場所所ももなないいしし・・・・・・・・ 
ドドアアににははししっっかかりり掛掛けけ金金ががかかかかっってていいたた 
ここののタタイイププののはは外外かからら鍵鍵ををかかけけるるののははムムリリだだ・・・・・・・・ 
窓窓もも内内側側かからら鍵鍵ががかかかかっっててるる 
影原は自殺したのか？ 
でなけりゃ━完全な密室殺人━！！！！ 
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人物の個性や人間関係を描写したり，その場の雰
囲気や詳細な設定を開示したりする機能を持っ
ており，作品を鑑賞する上では有用と考えられる． 

本稿では状況説明を含むセリフを状況説明セ
リフ，それ以外を状況反応セリフと呼称すること
にする．状況説明セリフの自動生成においては，
読者に対して提示すべき情報が矛盾なく適切に
含まれていることが重要であり，状況反応セリフ
の自動生成においては発話者が置かれている状
況に対して読者が納得して受容可能な自然と思
われる登場人物らしい反応が表現されているこ
とが重要であると考えられる．そのため，本稿で
は状況説明セリフおよび状況反応セリフの生成
用プロンプトの検討を個別に行うこととする． 

４．状況説明セリフの生成 
ミステリーの状況設定としては，犯人，被害者，

死因と凶器，動機，犯行現場，犯行時刻，犯行現
場の状況（密室か否かなど）などの複数の属性が
考えられる．本研究では物語構造分析の結果に基
づくプロット生成の出力を基盤モデルのプロン
プトの入力として利用することを想定し，ミステ
リー自動生成の先行研究で設定されている属性
（動機，凶器，被害者，容疑者）をプロンプトに
含めることとした[10]．登場人物の属性に関して
も物語の登場人物の属性自動生成システムの出
力における頻出の属性（性別，年齢，職業）を採
用した[14]．これらに合わせて，一般的なシーン
の状況設定である犯行現場と犯行時刻を加え，さ
らにセリフ生成を行うため，発話者，発話の意図，
発話の種類，の三種類の属性を追加した．発話の
種類は，既存の物語作品の発話を語用論的な観点
から分類した定義表を用いた[15]．これらの属性
を指定して発話を生成させるプロンプトは例え
ば図 3 のような形で表現することが可能である． 

図 3 ミステリーの属性をプロンプト化した例 
 
本章では検証のため，ミステリーにおける殺人

事件での死体発見と調査のシーンを想定し，その
ようなシーンで頻出する下記の 4 種類のセリフ
の基盤モデルによる生成が可能か確認する． 
 死体発見に関する陳述 

 凶器と死因の検討 
 密室か否かの検討 
 動機に関する質問 
 アリバイに関する質問 
基盤モデルに Few shot 形式のプロンプトとし

て与えるため，図 3 と同様の形式で正解となるセ
リフを含めた，異なる状況でのプロンプトを追加
した場合を図 4 に示す．この例では各状況は「。」
で区切られている（基盤モデルで区切り文字は適
宜設定可能）．正解例のセリフは太字箇所であり，
斜体時部分は基盤モデルに生成を指示する物語
上の状況に対応している．図 4 のプロンプトでは
異なった状況に対応するセリフの生成可能性を
ケーススタディ的に確認するため，動機，凶器，
犯行現場，犯行時刻等はすべて異なるように人手
で設定した． 

図 4 生成に用いる Few shot 形式のプロンプト例 
（死体発見時の陳述） 

#ジャンル:ミステリー 
#動機:借金を返せない 
#凶器:鉄砲、銃殺 
#犯行時刻:昨日午前 11 時 
#犯行現場:会社のオフィス、施錠され鍵を紛失したの
で密室 
#被害者:平川啓一（男、中年、サラリーマン） 
#容疑者:竹野知実（女、中年、パートタイマー） 
#発話者:湯川真実(男、少年、探偵) 
#発話の意図:死体発見 
#発話種類:陳述 
#発話者のセリフ: 

#ジャンル:ミステリー 
#動機:医療事故 
#犯行時刻:昨夜午後 9 時 
#凶器:ナイフ、刺殺 
#犯行現場:病院の病室、入口が施錠された密室 
#被害者:梅本友則（男、青年、医者） 
#容疑者:本橋達弥（男、老年、患者） 
#発話者:杉江拓己(男、中年、刑事) 
#発話の意図:死体発見 
#発話種類:陳述 
#発発話話者者ののセセリリフフ:「「しし・・・・・・・・死死体体……」」。。 
#ジャンル:ミステリー 
#動機:いじめ 
#犯行時刻:先週火曜午前 8 時 
#凶器:青酸カリ、毒殺 
#犯行現場:学校の教室、窓の鍵が閉まっていないの

で密室ではない 
#被害者:菅野実香(女、老人、教師) 
#容疑者:仲野優哉（男、少年、生徒） 
#発話者:小田島菜生(女、中年、探偵) 
#発話の意図:死体発見 
#発話種類:陳述 
#発発話話者者ののセセリリフフ:「「・・・・・・・・しし・・・・・・・・死死んんでで・・・・・・・・

るる・・・・・・・・」」。。 
#ジャンル:ミステリー 
#動機:借金を返せない 
#凶器:鉄砲、銃殺 
#犯行時刻:昨日午前 11 時 
#犯行現場:会社のオフィス、施錠され鍵を紛失した
ので密室 
#被害者:平川啓一（男、中年、サラリーマン） 
#容疑者:竹野知実（女、中年、パートタイマー） 
#発話者:湯川真実(男、少年、探偵) 
#発話の意図:死体発見 
#発話種類:陳述 
#発話者のセリフ: 
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図 5 は，図 4 で示したプロンプトによって異な
った殺人事件の状況(刺殺と毒殺)での死体発見に
ついて述べる登場人物のセリフのセット 2 件を
例示として与えた場合に，図 3 で指定した状況で
の登場人物の対応するセリフを 5 件生成させた
結果である． 
生成された 5 件のセリフ中 4 件は死体発見時の

セリフとして適切と言えるが，1 件(太字斜体字箇
所)は不適切なセリフが生成されてしまっている．
また例示したセリフは単に死体を発見したこと
を陳述する内容になっているが，生成させたセリ
フでは失敗した例を除き銃殺に対応する表現
(「血」「倒れる」「撃たれる」)が含まれる形と
なっている． 

 

図 5 生成された 5 件のセリフ（死体の発見） 
 
同様にして，凶器と死因について言及する登場

人物のセリフを生成するためにプロンプト中の
「発話の意図」「発話種類」「発話者のセリフ」
を正解のセリフを変更した．図 4 のプロンプトか
らの変更箇所を図 6 に示す． 

 

図 6 プロンプト変更箇所（凶器と死因） 
 
図 6 のプロンプトを用いて凶器と死因に関し

て検討する台詞を 5件自動生成させた例を図 7に
示す．生成された 5 件のセリフはいずれも，プロ
ンプトで指定した「#凶器:鉄砲、銃殺」の内容を
反映する形になっているが，例示として与えたセ
リフは刺殺と毒殺の場合に対応した文言であり
（「刺し傷がある、そこのナイフで殺されたの
か？」と「外傷はない、ひょっとすると毒殺か？」），

指定した状況に応じたセリフが基盤モデルによ
って問題なく自動生成されていることが確認で
きる． 

 

図 7 生成されたセリフの例（死因と凶器） 
 

同様にして，殺人現場が密室か否かを検討する
登場人物のセリフを 5 件自動生成させるための
プロンプトの変更点を図 8，生成した結果を図 9
に示す．図 9 中の太字斜体字のセリフは殺人事件
ではなく盗難の場合のセリフになっているが，他
の 4 件では指定した状況（「#犯行現場:会社のオ
フィス、施錠され鍵を紛失したので密室」）に沿
ったセリフが出力されていることが確認できる． 

 

図 8 プロンプト変更箇所（密室か否か） 
 

図 9 生成されたセリフの例（密室か否か） 

…… 
#発話の意図:部屋は密室か？ 
#発話種類:思考 
#発話者のセリフ:「病室のドアにはかぎがかかっ

ていたし、ほかには入口は何もない…これは完全

な密室だ」。 
…… 
#発話の意図:部屋は密室か？ 
#発話種類:思考 
#発話者のセリフ:「窓の鍵がかかっていないから

出ることはできる、つまりこの部屋は密室とは言

えない」。 
…… 
#発話の意図:部屋は密室か？ 
#発話種類:思考 
#発話者のセリフ: 

「拳銃だ、弾も入っているぞ」 
「弾痕がある、ここに拳銃があったのか?」 
「弾痕がある、誰かに撃たれたのか?」 
「弾丸が残っている、これで撃たれたのか?」 
「弾痕がある、拳銃で撃たれたのか?」 

「あ・・・・血だ・・・・」 
「う・・・・撃たれて・・・・いる・・・・」 
「「きき・・・・・・・・気気ににななるるなな・・・・・・・・」」  
「う・・・・撃たれて・・・・倒れてる・・・・」

「あ・・・・あそこに・・・・血まみれの・・・・

人が・・・・」 

…… 
#発話の意図:凶器と死因は何か？ 
#発話種類:思考 
#発話者のセリフ:「刺し傷がある、そこのナイフ

で殺されたのか？」。 
…… 
#発話の意図:凶器と死因は何か？ 
#発話種類:思考 
#発話者のセリフ:「外傷はない、ひょっとすると

毒殺か？」。 
…… 
#発話の意図:凶器と死因は何か？ 
#発話種類:思考 
#発話者のセリフ: 

「扉や窓などの出入り口はすべて内側からロック

されているし、誰かが入ってきたらすぐわかるよ

うになっているんだよ」 
「扉や窓などの出入り口はすべて閉じられていた

ため、犯人は外へ出られなかったはずだ」 
「「金金庫庫のの中中ににああっったたももののははすすべべてて持持ちち出出さされれてていい
たたんんだだよよねね。。そそれれななららばば犯犯人人ははどどううややっってて金金庫庫をを
開開けけたたんんだだろろうう??」」  
「たしかにあのときぼくは机の上に置いたんだよ

ね、でもそのあとすぐに失くしてしまったんだ!」
「扉や窓などの出入り口はすべて施錠されている

し、外へ出られる場所はどこにもないようだね」
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同様にして，殺人の動機に関する検討をする登
場人物のセリフを 5 件自動生成させるためのプ
ロンプトの変更点を図 10，生成した結果を図 11
に示す．図 11 中の 5 件のセリフはいずれも指定
した状況設定（「#動機:借金を返せない」）を反
映した形にはなっているが，5 件中 3 件が完全に
同じセリフとなってしまっており，妥当ではある
が他の場合に比べて表現の多様性が低くなって
しまっている．  

 

図 10 プロンプト変更箇所（殺人の動機） 
 

図 11 生成されたセリフの例（殺人の動機） 
 

最後に，他の登場人物に対してアリバイに関し
て質問をするセリフを 5 件自動生成させるため
のプロンプトの変更点を図 12，生成した結果を
図 13 に示す．図 13 中の 5 件のセリフはいずれも
指定した状況設定（「#被害者:平川啓一（男、中
年、サラリーマン）#容疑者:竹野知実（女、中年、
パートタイマー）」）を反映して適切に容疑者名
と被害者名を使い分けることができているが，5
件中 3 件が同じセリフ，残り 2 件も同じセリフで
あり，結果として 5 件生成して 2 種類しか台詞が
出力されていない結果となっている．この台詞に

関しても妥当ではあるが表現の多様性が低くな
ってしまっていると言えよう． 
動機とアリバイに関するセリフの多様性が低

くなった原因としては，より詳細な状況設定にな
るほど基盤モデル中で関連性が高いとしてピッ
クアップされる文型が少なくなる可能性などが
考えられる． 
上記より，ミステリーにおける殺人事件での死

体発見のシーンを想定したケーススタディとし
て，頻出すると考えられる 5 種類のセリフの自動
生成を行った結果としては， 8 割以上で適切な
状況を反映したセリフが出力されることが確認
できた．このため，指定した状況説明セリフを基
盤モデルに出力させることは技術的には可能で
あると結論付けられよう． 

 

図 12 プロンプト変更箇所（アリバイ） 
 

図 13 生成されたセリフの例（アリバイ） 
 
ただし，一部のセリフにおいては著しく多様性

が低い結果も得られており，基盤モデルによるセ
リフの生成結果の品質や精度が，例示する発話や
その種類，設定した状況やジャンル等に応じてど
のように変化するのかを確認するためにはより
詳細かつデータ数を増やした検証が必要である． 

５．状況反応セリフの生成 
状況説明的ではないが特定の状況に登場人物

が反応する様子を描写するためセリフの生成が

…… 
#発話の意図:容疑者の動機は何か？ 
#発話種類:質問 
#発話者のセリフ:「この事件で何か考えられる動

機はありますか？」。 
…… 
#発話の意図:疑者の動機は何か？ 
#発話種類:質問 
#発話者のセリフ:「被害者に恨みを持っている人

がいるとか、動機につながるようなトラブルはあ

りませんでしたか？」。 
…… 
#発話の意図:疑者の動機は何か？ 
#発話種類:質問 
#発話者のセリフ: 

「あなた以外にもお金を借りていた人はいまし

たか?」 
「あなた以外にもお金を借りていた人はいまし

たか?」 
「あなた以外にもお金を借りていた人はいまし

たか?」 
「あなたから見て、彼らの中にお金を借りていて

返さないまま行方不明になっている人はいませ

んか?」 
「あなたもお金を借りていたそうですね。それな

のになぜ殺されたのでしょうか?」 

「平川さんと最後に会ったのはいつですか?竹野

さん」。 
「平川さんと最後に会ったのはいつですか?竹野

さん」。 
「平川さんと最後に会ったのはいつですか?」。 
「平川さんと最後に会ったのはいつですか?竹野

さん」。 
「平川さんと最後に会ったのはいつですか?」。 

…… 
#発話の意図:容疑者のアリバイがあるか 
#発話種類:質問 
#発話者のセリフ:「本橋さんは犯行時刻にはどち

らで何をされていましたか？」。 
…… 
#発話の意図:容疑者にアリバイがあるか 
#発話種類:質問 
#発話者のセリフ:「先週火曜日のアリバイはあり

ますか？仲野さん」。 
…… 
#発話の意図:容疑者にアリバイがあるか 
#発話種類:質問 
#発話者のセリフ: 
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可能であるかの検証を行った．本節では特定の状
況への反応として発話者の感情状態に着目し，プ
ロンプトで指定された状況および感情状態に対
する台詞が生成可能かを確認するため，指定した
同じ状況で発話者の感情状態のみを変化させて
プロンプトを作成し基盤モデルに台詞生成を行
わせた(図 14)． 
図 14 のプロンプトは，図 2 と同様の形式に感

情状態を追加し，殺人事件に遭遇した場合の反応
のセリフのうちで「恐怖」と「怒り」に相当する
反応のセリフを例示として与えたものである． 

 

図 14 生成に用いる Few shot 形式のプロンプト例 
（状況への感情的な反応） 

 
本節では，「恐怖」と「怒り」の反応のセリフ

の例示に対して，それ以外の下記の感情状態（エ

クマンの基本 6 感情のうちの例示以外）に相当す
ると解釈可能なセリフが出力されるか確認した． 
 「悲しみ」 
 「驚く」 
 「喜び」 
 「嫌う」 
それぞれ，図 14 のプロンプトにおいて最後の

発話の意図のみをそれぞれ対応する感情状態に
変更して各 5 件のセリフの生成を実施した．「悲
しみ」の結果を図 15 に，「驚く」を図 16，「喜
び」を図 17，「嫌う」を図 18 にそれぞれ示す． 

 

図 15 生成されたセリフ例（「悲しみ」の反応） 
 

図 16 生成されたセリフ例（「驚く」の反応） 
 

図 17 生成されたセリフ例（「喜び」の反応） 
 

図 18 生成されたセリフ例（「嫌う」の反応） 

#ジャンル:ミステリー 
#動機:医療事故 
#犯行時刻:昨夜午後 9 時 
#凶器:ナイフ、刺殺 
#犯行現場:病院の病室、入口が施錠された密室 
#被害者:梅本友則（男、青年、医者） 
#容疑者:本橋達弥（男、老年、患者） 
#発話者:杉江拓己(男、中年、刑事) 
#発話の意図:恐怖 
#発話種類:感情の表明 
#発話者のセリフ:「病院で刺殺？恐ろしい事件だ

…」。 
#ジャンル:ミステリー 
#動機:いじめ 
#犯行時刻:先週火曜午前 8 時 
#凶器:青酸カリ、毒殺 
#犯行現場:学校の教室、窓の鍵が閉まっていないの

で密室ではない 
#被害者:菅野実香(女、老人、教師) 
#容疑者:仲野優哉（男、少年、生徒） 
#発話者:小田島菜生(女、中年、探偵) 
#発話の意図:怒り 
#発話種類:感情の表明 
#発話者のセリフ:「教師を青酸カリで毒殺するなん

て絶対に許さない」。 
#ジャンル:ミステリー 
#動機:借金を返せない 
#凶器:鉄砲、銃殺 
#犯行時刻:昨日午前 11 時 
#犯行現場:会社のオフィス、施錠され鍵を紛失した

ので密室 
#被害者:平川啓一（男、中年、サラリーマン） 
#容疑者:竹野知実（女、中年、パートタイマー） 
#発話者:竹野知実(男、少年、探偵) 
#発話の意図:悲しみ 
#発話種類:感情の表明 
#発話者のセリフ: 

「もう少し早く来ていれば助けられたかもしれ

ないな...」 
「お父さんとお母さんと妹たちを殺されて悲し

いよ」 
「父さんと母さんから受け継いだこの会社を守

りたかっただけなのに...」 
「「犯犯人人はは許許せせなないい!!」」  
「「僕僕たたちち二二人人だだけけででもも犯犯人人をを捕捕ままええててややるる!!」」  

「「私私ははああななたたとと一一緒緒にに仕仕事事ししたたくくあありりまませせんん」」  
「あの人と一緒に仕事したくないんですよね」 
「あの人と一緒に働くのは嫌なのよね」 
「私たち家族からお金を借りておいて返さない

なんて最低よ!」 
「「ああんんたたななんんかか大大嫌嫌いいよよ!!」」  

「「私私たたちち二二人人だだけけししかかいいなないいははずずななののにに誰誰かかいい
るるみみたたいいなな気気ががししててななららなないいんんでですす」」  
「この人たち何なのよ!」 
「どうしてこんなことになったのかわからない

わ」 
「まさかこんなことになるなんて...」 
「まさかこんなことになるなんて...」  

「ついにやったぞ!これで借金地獄から抜け出せ

るんだ!」 
「これでやっと解放されるよ!」 
「「つついいににややっったた!!ここれれでで俺俺もも一一人人前前のの殺殺しし屋屋だだ
なな」」  
「ついにやったぞ!これで借金も返せるし、あいつ

らにも仕返しができる」 
「ついにやったぞ!これで借金から解放されるん

だな」 
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図 15 から図 18 中で太字斜体字で示したセリ

フは必ずしも指定した状況に適しているとは考

えられないものである．いずれの感情の場合も過

半数は適切と判断可能なセリフが生成されてい

るが，5 件中に不適切と考えられるセリフも必ず

含まれる結果となっている． 
「悲しみ」(図 15)においては殺人事件が起こっ

ているという状況は反映されているものの，太字

斜体字のセリフが指し示す発話者の感情はどち

らかというと「悲しみ」ではなく「怒り」ではな

いかと考えられる．「驚く」(図 16)においては，1
件ホラージャンルのようなセリフが生成されて

しまっている．「喜び」（図 17）では，殺人の動機

である借金（「#動機:借金を返せない」）が反映さ

れたセリフが生成されているが，1 件は発話者で

はなく犯人のセリフが生成されてしまっている．

また，「嫌う」（図 18）の場合には，殺人事件に対

して「嫌う」感情を示すのではなく，特定の相手

に対する嫌悪感情の発露のセリフも出力されて

しまっている． 
これらのエラーと考えられる出力に関しては，

プロンプトによる状況の指定を工夫することに
よって改善できる可能性がある．あるいは実用的
に用いる場合には，適切な感情状態の表現なって
いるかを判定する分類器を組み合わせるなどの
対応が有用とも考えられる． 
 実際の物語生成で用いる場合には精度を向上
させる必要はあるが，過半数の生成結果で指定し
た状況に対応した適切な感情状態を示すセリフ
が出力されており，原理的に状況に応じた登場人
物の反応に相当する表現を制御して出力するこ
と自体は可能であると考えられる．さらに今後登
場人物の属性や人間関係などを反映して適切な
感情状態を指示できれば，同じ状況に対する個性
的な反応も生成可能であると期待される． 

６．シーンの表現自動生成に向けて 
人工知能による物語の自動生成において，基盤

モデルに各シーンを自然な言語表現として出力
させるためには，上記のような生成結果のセリフ
を適切な順番で配置する必要がある． 

上述の『金田一少年の事件簿』[13]中の短編作
品から死体発見に相当するシーンをランダムに 5
シーン抽出し，セリフの連続における頻出のパタ
ーンを再現するように基盤モデルの出力結果を
連続的に配置した結果を図 19 に示す． 
セリフのみで構成されてはいるが殺人事件に

おける死体発見シーンが理解可能なレベルで再
現できている考えられる．本研究はジャンル及び
シーンを限定したケーススタディではあるが，基
盤モデルを用いることでミステリーのシーンと
して理解可能な表現が生成できる可能性は十分
にありうると判断できよう． 

なお，本研究では対象としていないが，実際に
物語の全体を自動生成する場合には，台詞の時系
列のパターンに合わせて，小説であれば情景描写
や心理描写などによって構成される地の文，脚本
などの場合には柱書きやト書きなどの個々の表
現のパターンおよび，それらの複合的な配置のパ
ターンも合わせて出力する必要がある． 

 

図 19 生成されたセリフによるシーン構成例 
 

７．結論と今後の課題 
本稿では従来の物語構造に基づく物語自動生

成システムと基盤モデルによる自然言語生成を
組み合わせたハイブリッド型の物語自動生成モ
デルを想定し，その実現可能性を検証するために，
特定物語ジャンルの 1 シーンにおける頻出と考
えられるセリフを基盤モデルにプロンプトを適
用することで生成した．またセリフの生成におい
ては，状況説明セリフと状況反応セリフに分類し，
物語の状況および生成させたいセリフに関する
情報を Few shot の形式で基盤モデルに提示する
ことで，状況に応じたセリフの生成が可能である
ことを示した．また生成されたセリフを組み合わ
せることで物語の 1 シーンを構成するセリフの
系列を生成することも可能であることを示した． 

ただし，本研究は特定ジャンル，特定シーンを
対象としたケーススタディであり，一般的な物語
のセリフ生成が基盤モデル及びプロンプトプロ
グラミングによって可能であるかは，さらに複数
のジャンル，多様な物語状況の設定，異なったセ
リフの例示，などを多数検証することで確認する
必要が残されている．異なったシーンにおけるセ
リフの時系列のパターンに関しても大規模なデ
ータセットを構築し，汎用的な特徴を抽出する必
要がある．また，生成されたセリフの精度や適切
性に関しても，プロンプトの変更によってどのよ
うに制御が可能であるか，また読者はどのように
受け取るかを被験者実験などを用いて評価する
必要があると考えられる． 

「あ・・・・あそこに・・・・血まみれの・・・・

人が・・・・」 
 
「拳銃だ、弾も入っているぞ」 
 
「扉や窓などの出入り口はすべて内側からロック

されているし、誰かが入ってきたらすぐわかるよ

うになっているんだよ」 
 
「もう少し早く来ていれば助けられたかもしれな

いな...」 
 
「なんでこんなことになったんだろう...」 
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また，最終的な物語の自動生成を実施するため
には，既存のプロット自動生成アルゴリズムの出
力結果に対応したプロンプトを自動的に構築す
る手法の確立や，本研究では対象としていないセ
リフ以外の表現部分（地の文や柱書き・ト書きな
ど）に関しても基盤モデルによる自動生成が可能
であるか検証が必要である． 
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